
令和7年度下半期　西条市水道事業の業務状況

1　事業の概要

（1）給水の状況

（２）建設改良事業の状況

本年度下半期の主な建設改良事業は、国安地区配水管布設替工事等である。

2　経理の状況

（1）損益計算書（令和7年10月1日～令和8年3月31日） 単位：千円（税抜）

　　　年間損益計算書（図）（令和7年4月1日～令和8年3月31日） 単位：千円（税抜）
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当期純利益 △ 13,390 

合　　　　計 496,680 合　　　　計 496,680

営業外費用 38,373 営業外収益 67,839

特別損失 0 特別利益 0

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

営業費用 471,697 営業収益 428,841

有 収 率 83.2 ％ 83.2 ％ 0.0％ 0.00

費　　　用 収　　　益

配 水 量 6,763,033 ㎥ 6,798,589 ㎥ △ 35,556㎥ △ 0.52

有 収 水 量 5,628,769 ㎥ 5,657,988 ㎥ △ 29,219㎥ △ 0.52

普及率（対計画給水人口） 92.3 ％ 93.6 ％ △ 1.3％ △ 1.39

給 水 戸 数 23,875 戸 23,989 戸 △ 114戸 △ 0.48

給 水 人 口 48,661 人 49,339 人 △ 678人 △ 1.37

普及率（対行政区域内人口） 47.8 ％ 47.9 ％ △ 0.1％ △ 0.21

項 目 令和8年3月31日 令和7年3月31日
比 較

増　　減 伸び率（％）



（2）貸借対照表（令和8年3月31日） 単位：千円（税抜）

　　　貸借対照表（図）（令和8年3月31日） 単位：千円（税抜）
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　　資　産　合　計 12,586,649 　　負債・資本合計 12,586,649

　　　資本金 3,739,971

　　　剰余金 1,463,024

　　　繰延収益 2,741,057

　資　　本

　　　固定資産 11,292,099 　　　固定負債 4,013,064

　　　流動資産 1,294,550 　　　流動負債 629,533
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3　令和8年度予算の概要

（1）概　況

（2）予算額

① 収益的収支 単位：千円（税込）

② 資本的収支 単位：千円（税込）

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 、当年度分消費税及び

地方消費税資本的収支調整額41,923千円、当年度分損益勘定留保資金343,590千円及び

減債積立金231,907千円で補填する。

911,308 900,606 10,702

617,420 千円は

支
出

建設改良費 487,300 460,250 27,050

企業債償還金 424,008 440,356 △ 16,348

計

40,401 52,480 △ 12,079

計 293,888 272,906 20,982

収
入

企業債 245,600 213,100 32,500

負担金 7,887 7,326 561

出資金

計 1,048,830 1,042,829 6,001

項目
予算額

対前年度増減
令和8年度 令和7年度

107 212 △ 105

予備費 8,000 8,000 0

支
出

営業費用 933,613 925,992 7,621

営業外費用 107,110 108,625 △ 1,515

特別損失

12 12 0

計 1,113,285 1,066,088 47,197

収
入

営業収益 987,579 937,765 49,814

営業外収益 125,694 128,311 △ 2,617

特別利益

費用の増加要因となっており、老朽施設の更新や管路の耐震化には引き続き多額の投資が必要

であることから、厳しい財政状況が続く見通しである。

　今後も、より一層の経費削減と効率的な事業運営に取り組み、水道の安定供給に努める。

項目
予算額

対前年度増減
令和8年度 令和7年度

　令和8年度の業務予定量は、給水戸数23,800戸、年間給水量6,700,000㎥を見込み、これらに

必要な諸経費及び料金収入を計上した。

　料金収入については、人口減少に伴う減少傾向が続く中、令和8年度第2期（4・5月使用分）から

の料金改定により、収入の回復が見込まれる。一方で、物価高騰やエネルギー費の上昇は営業


